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第２章　宝永地震による被害とその後

第１節　宝永地震全体の被害
宝永地震の被害は、江戸時代の地震被害

の中で最も広域であり、多様であった。代

官所の集計である『竹橋余筆』と柳沢吉保

の公用日記である『楽只堂年録』による諸

藩の届けの集計とに、これらで明らかに欠

けている和歌山県の紀州藩部分の被害、徳

島県の被害、三重県尾鷲付近の被害を宇

佐美ほか (2013）から加えて、総計を出す

と（表２－１）、死者は５千人以上、負傷

者 1,300 人以上、全壊家屋５万軒以上、流

失家屋２万軒近く、壊れた堤防の合計長は

800 ㎞、被害を受けた田畑は 25 ～ 30 万石

分にも及んだ（表２－１）。未だに鹿児島

県に関しては史料が無く、被害数は全く不

明である。三重県や和歌山県では、高知県

ほど一貫性のある調査であったか疑問もあ

る値を使わざるを得なかった。実際の被害

はこれより数割は多い可能性がある。

表２－１　宝永地震による被害集計
『竹橋余筆』と『楽只堂年録』とから、現在の県単位で集計した。摂津は現在の大阪府と兵庫県とに跨がるが、区別出来
ない分は大阪府に含めた。高知県は『谷陵記』によった。この他にも網がけの欄は宇佐美ほか (2013) を参考に別史料を
用いた。田畑の被害には汐入・津波浸食だけでなく液状化や土砂崩壊によるものが含まれる。この他、稲、米や塩などの
流失被害もあった。

 

死亡 負傷 全壊
半壊・
破損

流失 全壊
半壊・
破損

流失

福井 有 有

山梨 954,52156,72642 間 18,875 間

長野 10 590 801 40 68
岐阜 359,8374666 間

25,348 石

299 町

愛知 25 2 6,448 4,613 294 104 145 176,173 間 26,892 石 88
4,492 73,465 間 22,830 石 9

多 864 箇所 10,080 町 75間
滋賀 136 1,306 25 54
京都 12 162 大破

83 3 5,301 4,807 96 192 2,970 間 4 町 1
11 町

大阪市中 534 1,061 26 1,000
32,383 間 4,500 石

187 箇所 6 町

兵庫 9 214 11 520 間 1,390 石

和歌山 689 222 690 619 1,896 140 186 320 石 9 92
島根 118 2,376 間 622 間 18
岡山 8 680 間

広島 60 82
香川 29 3 1,387 12 18 19,960 間 4
徳島 420 230 700
愛媛 26 53 946 578 333 31 10,400 間 9,633 石 所々

高知 1,844 926 4,863 1,742 11,170 4,109 箇所 46,720 石 188 108 箇所 768
福岡 有

長崎 有

大分 37 400 273 409 20 919 間 5 21
熊本 470 有 9

1,200 間

20 箇所

428,722 間 137,633 石 18,975 間

5,180 箇所 10,469 町 108 箇所

11 町 622 間

7

5,045 1,384

人的損失

121 18

1,143 81

44 14 間 5

家 土蔵

5,762 10,035 64 67 60

間 64 382

9843,764

302 430 3,274合計 56,304 40,530 19,661 739 741

破県 堤

宮崎

大阪

静岡

三重

奈良

2,158 91 10

15,115 10,170 2,611 106 208 116

田畑 橋 道路 船

420 346 26 22

73,264

1 4 80 町 3

6 100
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特に犠牲者の数は大阪の死者数によっ

て大幅に変わる。『谷陵記』に大阪で倒

壊家屋 14,015 軒、死者 15,263 人とある

［倉地 (2014)］し、尾張藩の『朝林』に

は家屋倒壊 3,537、圧死 5,351 人、溺死

16,371 人［矢田 (2013)］とあり、当時

大阪市中で万人単位の人的被害の報告が

あった様であるが、史料によって数値に

大きい幅がある。これらを採用すれば全

国の死者は２万人～２万５千人で、実に

その８割が大阪市で生じたことになる。

大正関東地震では、震源地からやや離れ

ていたが、火災の為に東京の被服廠跡一

箇所で全体の４割近い犠牲者が生じた例

がある。宝永地震の場合は、大阪中心部

の被害が、平野を遡上する津波ではなく、

水路を遡上する津波に伴うものであるこ

とを考えると、当時の大阪市中の人口の

数％が堀川に集結して犠牲になったこと

になる。大阪といっても中心部ではなく、

当時は市中ではなかった木津川口や安治

川口の河口部の港周辺で相当数の死者が

生じない限り、１万人もの犠牲者にはな

るまい。『大阪諸国大地震大津浪並出火』

によると大阪の被害は、全壊家屋1,061軒、

圧死 734 人、津波による家屋破損 603 軒、

橋の被害 50、水亡人７千余人である。こ

れを採用すれば、全体の死者は１万２千

人でその６割が大阪市で犠牲になったこ

となる。『楽只堂年録』の諸藩の被害は

速報的であるので、表２－１には死者も

含めてまだ抜けがあるだろう。実際の犠

牲者は大阪を除くとしても５千人より多

かったことは間違いない。
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第２節　各地の被害と救援や復興策

最大の被害地は土佐藩領であった。震源

域に近いことから、全国の倒壊被害の１割

が高知県で発生した。しかし地震から 18

時間程の間に 11 波、中でも第３波が最大

であったという津波の被害が甚大であっ

た。高知の津波被害の詳細は４章にある

が、『谷陵記』によると、全壊家屋 4,863

軒、破損家屋 1,742 軒、流失家屋 11,170 軒、

死者 1,844 人である。土佐での死者の７割

が女性であった。これは、津波避難時に身

体能力の差があるだけでなく、多くの女性

は乳幼児や老親などを伴って避難する立場

であるため逃げ遅れがちである、という要

素も大きかったのであろう。現代でも女性

の立場が弱い発展途上国での災害では、女

性の犠牲者が男性の倍以上になることが少

なくないという。流出家屋は倒壊の倍以上

と、津波被害が圧倒的であったことは、東

日本大震災と同様だった。

土佐の須﨑では、長さ 50 ｍ程の長い墓

穴を２列掘って、折り重なって流れ着いた

身元が判らない大勢の溺死者を埋葬した。

また、命だけ助かった領民に１日あたり男

３合、女２合を 30 日或いは 45 日分、お救

い米として支給し、小屋がけ材料を被災民

が入会権を持たない山から調達するのを補

助し、津波の被災者の早期生業再開を助け

ている。また、藩主は次回の大波を沖に見

つけた時には法螺貝を吹いて大勢に知らせ

るよう伝えている。須崎市下分では、この

被害の後に町のあった場所の地盤が崩れた

こともあって、町ごと山よりに移転した。

こうして幾分かの高地移転が実現した。須

崎八幡の御輿は津波に流され、伊豆下田の

沖合で４日後に拾われて、後に返還された。

宝永地震のように大きい地震では、地震

の後にも緩やかに進行する余効変動という

地殻変動が続くため、長く地域を悩ませる

ものである。実際、高知の浦戸湾の周囲は、

20 ㎞2 程範囲が最大で２ｍ沈降して浸水し

たことが判っている（図１－６参照）。昭和

南海地震の時には、地震後に宝永の時より

は領域が小さいものの、やはり浦戸湾の周

囲に沈降域が生じて浸水したままとなった。

加えて、香川や愛媛など四国の瀬戸内海

側でも、昭和の時に地震後の余効地殻変動

によって地震後数年間にわたってじわじわ

と沈降が続いたことが測量等から判ってい

る。結局この沈降は 10 年後には生活に支

障が無い程度には収まったのであるが、戦

後の疲弊した時期に長くこの地域を悩ませ

た。宝永地震の時にも同様の広域の地盤沈

下が地震後しばらくみられたと推定され

る。しかし、近世当時は海抜の低い沿岸部

の利用が現代ほど多くなかったし、平均海

水面も現代よりは低かったためか、史料か

らその範囲などを知ることはできなかっ

た。現在の瀬戸内海は昭和南海地震当時よ

りも高潮位である状態が続いている。数十

㎝ではあっても長期にわたる地震後の沈降

状態の継続に対して、沿岸部の低い土地を

利用している人々は、予め対策を検討して

おく必要がある。

愛媛でも宇和海に面した地域では大きい

津波被害を受けた。宇和島藩では３ｍ以上

の津波が押し寄せた。藩主達も高台の山へ

避難して、地震当日は山で野宿している。

7,273 石の田が汐入となり、全壊 167 軒、

流失 333 軒、大破 578 軒の被害を受けた。

死者は 12 名とあるので、宇和島でも津波
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避難をする時間があった様である。吉田藩

でも米 1,450 俵、塩 870 俵が流され、12

名が死亡した。四国の瀬戸内海側でも、高

松で常より６尺高い異常潮位など各地で１

ｍ以上の高潮状態となった。１～２時間の

長周期の津波は紀伊水道や豊後水道を越え

て瀬戸内海にまで１ｍ以上の高さを保って

奥まで侵入してくる。また小さな島々が散

在する瀬戸内海では津波の挙動は複雑にな

る。津波避難では十分に余裕を持った高さ

に行くことが望ましい。

大分県の佐伯藩では、地震後１時間程で

数ｍの津波が来た。四刻の間に４回、半日

に７回の波と記録されているので、周期が

１～２時間の長周期の津波である。藩主は

城下まで浸水した津波から逃げてきた領民

を城内に収容し、夜には粥を施して留まら

せた。その甲斐あってか城下での津波によ

る死者は４名であった。藩内の倒壊被害は

486 戸だったが、犠牲者は藩全体で 22 名

であったという。別府湾の日出生では大地

震の後１時間程で津波が来て十数度差し引

きしたので三日間山に避難していたとい

う。津波は杵築でも延岡でもあったが、九

州東部の沿岸では多くの人々は津波を避け

て高台へ逃げている。このように、九州東

部の被害は津波によるものが殆どであっ

た。揺れてから津波の到達までに少し余裕

があったと見られ、宝永地震の震源域はや

や離れていたことは間違いない。

九州の西側でも被害があった。熊本で

は城はさしたる被害がなく、領内も死傷

者はなかったが、470 軒の家屋倒壊が出た。

高鍋や人吉では城が破損している。人が

多く集まって住める平地である平野や盆

地は、そもそも沖積層という柔らかい地

盤が発達してできた所が多い。宝永地震

のような非常に大規模な地震では、この

ような場所でやや長周期の大きい揺れが

継続する時間が長くなる。振動継続時間

が長くなると、建物のゆれ易い周期と共

振を起こして揺れ幅が大きくなったり、

建物の強度が揺れながら低下していくた

めに倒壊に至る、という被害も加わって

くる。例えば沖積層が厚く分布する人吉

盆地では、宝永地震の時には倒壊家屋が

多かった。長崎ではさほど強くはないが

長く揺れる地震動があってから２刻程後

に津波が到達した。大潮より１尺ほども

高い周期の長い異常潮位という態であり、

地震から６時間後あたりが最も潮位が高

くなって町中に二尺ほどの浸水があった。

鹿児島県は島津藩域の史料が限られて

いて、宝永地震に関しても安政南海地震

と同様に状況が不明であるが、長崎まで

浸水した宝永地震の津波である。おそら

く志布志湾あたりでも高い津波があった

のではないだろうか。今後の史料の発掘

が望まれる。

島根県大田市や佐賀県鹿島市、長崎県

諫早では、地震後に震源域の方角から鉄

砲や大砲、あるいは雷と表現される大音

響が聞こえたという。大津波の段波が空

気を押して生じる大音響が遠方まで届い

たのだろう。

大阪府内の揺れは地盤条件によって大き

く異なっていた。上町台地は震度 5.5 程度

であったが、さらに東で生駒山地の西側に

広がる盆地部にあたる現在の東大阪市や八

尾市の地域は、この地震の数年前に流路変

更が行われた大和川の旧河道沿いで沖積層

が厚い。稲や綿の生産地帯であったが家屋
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倒壊の被害が高くなり震度６を超える被害

率となった。当時海辺であった現西成区の

津守新田などは、津波の被害が甚大であっ

たため、逆に揺れの程度が推定できない。

大阪湾沿岸地域では津波被害の様相は町中

とは異なり面的に浸水していった。津守新

田では津波によって南島は「堤防残らず押

し崩れ」北島は「堤防 40 間余切り込み」

田が汐入となった。何も持たずに必死で逃

げても高台もなく、「水死の人数多し」と

なった。そのため村が立ちゆかなくなって、

地震後には新田経営者が交代した。

名古屋でも地震は長く揺れた。城中でも

破損や地割れが生じた。熱田周辺の住民は

こぞって家財など持って神宮の社に一昼夜

避難し、津波から逃れたという。尾張領内

は家の破損が多かったが、田畑の液状化が

広汎に見られ、特に海辺の新田地域は地割

れして泥水がでた。また、木曽三川の堤防

が崩れて、岐阜・愛知・三重に跨がる地域

の洪水被害が大きかった。

静岡県西部の被害は大きく、浜名湖の新

居関所や、横須賀宿、袋井宿、掛川宿、島

田宿などで倒壊と津波と両方の被害を受け

た。東海道沿い浜松宿は半潰れと言われる

が、全壊 71 軒、半壊 29 軒、大破 52 軒、

小破 48 軒と被害家屋が 200 軒あった。浜

松城主松平氏は 1,374 俵のお救米を出し

た。本陣には 30 俵、街道に面した全・半壊、

大・小破の１軒あたりそれぞれ 15、10、５、

２俵ずつ、裏町の全・半壊、大・小破の１

軒あたりそれぞれ 10、５、２、１俵である。

さらに本陣に 20 俵、伝馬町、塩町、田町、

肴町に期限３年の拝借米をそれぞれ 139 俵

余、被害が大きかった旅籠町には 13 年期

限でやはり 139 俵余を貸与している。しか

し浜名湖を通過するための舞坂－新居間を

結ぶ今切の渡船は、既に地震の８年前の

元禄 12 年の高潮被害で、新居の関所が西

側へ移転したため４㎞近い長い航路となっ

ていた。これが宝永地震津波で新居の関所

が流されてさらに西側に移設された。航路

がさらに長くなって不便になった東海道の

本街道は、地震後に渡船が復活しても旅人

から敬遠された。替わりに姫街道であった

本坂越に殆どの旅人が迂回するようになっ

た。地震から１年以上経過しても本来の東

海道に客足は戻らず、浜松宿の利用者も地

震後激減したままで復興もままならなかっ

た。地震から１年半後には早くも舞坂、新

居、白須賀、二川、吉田、浜松の６宿で大

名などの公的旅行では本街道を通ってくれ

るように嘆願をしている。地震から十年後

の享保２年になって、漸く本坂道通行差留

が命じられた。これは、度重なる本街道の

利用を促す通達にも関わらず、十年経って

も本街道が多くの旅行者に敬遠されていた

ことを示している。

静岡県東部では、清水湊が津波被害を受

け、三保貝島と向島が沈降し、薩埵峠で

山崩れ、興津宿で倒壊 32 軒、江尻宿倒壊

166 軒などの被害を受けた。清水湊復興の

ために必要な向島の防波堤や清水の波除石

垣の普請は、幕府から御用商人との価格競

争を経て 3,960 両で清水町が請け負った。

宝永７年に始まったこの工事の建築資材や

人夫の飲食などを地元商人が取り扱うこと

で、清水湊は景気回復を図った。島田宿で

は江戸の商人が請け負った復旧普請を下請

けすることで、復興の足がかりを得ようと

した。

静岡県北東部、特に駿河湾の奥に近い地
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域では、宝永地震と翌朝の余震（図２－

１）と両方の地震で被害を受け、両方同じ

程度と捉えられた場所もあった。また富士

山近くでは宝永地震による被害と、翌朝の

地震と、その後の噴火によるものとが一緒

になっており、逆に宝永地震の震動被害が

飛び抜けてひどくはなかったようである。

伊豆の下田町は津波被害が大きく 912 軒中

857 軒が流失し、55 軒は一部流れ残った。

大被害だったが死者は 11 人であったこと

から、津波避難が著しく妨げられる程のひ

どい揺れではなかったと推測される。三島

や箱根の町でも倒壊家屋はなかったとい

い、安政東海地震に比べると、宝永地震の

駿河湾周辺の震動被害は軽い。土砂崩れと

津波による被害が殆どであった。

三重県の尾鷲では津波被害が大きかった

ので、被災直後には領主が年貢米を放出し

図２－１　宝永地震の翌朝に富士山東麓付近で発生した余震の震度分布
（中村・松浦，2012 より）

て粥を与えた。ついで被災民に米や味噌を

与え、日を経る毎に、衣類・農具・糸取車

などを配っていった。まず緊急食料を与え

て命を救い、次に最低限の生産材を与えて

生活再建を助けた。さらに当面の年貢を赦

免し、山海稼ぎの元手資金の貸し付けなど

を行って、早期の復興を図っている。しか

し地震から二年経過しても被災民の８割は

小屋がけのまま、さらに七回忌の供養塔が

建つ頃でも、元に戻ったとは言えない状況

だった。地震の揺れに火災が加わって被災

民が生活財や資産を焼失すると復興に時間

がかかるのと同様、津波被害で家財が根こ

そぎ無くなると、やはり復興には十年単位

の時間がかかってしまうことを、予め覚悟

しておく必要がある。

� （松浦律子）

図９ 宝永地震翌朝の駿河の地震の震度分布 
（中村・松浦，2012 より） 
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第３節　津波災害の概観

 １  2はじめに

1707 年 10 月 28 日（宝永４年 10 月４

日）の宝永地震は、大津波を伴い、南海・

東海域に甚大な災害をもたらし、2011 年

東日本大震災を思い起こす。津波は九州

長崎から関東に至る沿岸域を襲い、膨大

な記録が新収地震史料、３巻別冊（東大

地震研究所編、1983）に収録されている。

理科年表によれば、津波災害を含め死者

２万人、潰家６万、流失家２万とある。

地震災害は東海道・伊勢湾・紀伊半島沿

岸域が大きく、甚大な津波災害が複合し

た。震源は紀伊半島沖と遠州灘で、Ｍ 8.6

と推定されている。

筆者は数年にわたり、各自治体の教育

委員会から提供された津波史料を手掛か

りに、1954 年安政東海津波と合わせて、

宝永津波の浸水高の現地調査を行ってき

た。本稿では、紀伊半島から関東に至る

津波記録を取り上げ、特徴的な津波挙動

を解説し、被災直後の救済例を述べる。

各地の地震史料から、地震の発生時刻

を地域別に整理してみると、その頻度分

布は近畿・四国・九州では旧暦 10 月４日

の 13 時がピークであるが、中部・関東で

は 14 時になり、１時間の時差がある（羽

鳥、1990）。これは、断層運動が南海域か

ら東海域に東方向へ進行したことを示唆

する。震度分布をみると（図２－２、左

上図）、駿河湾奥から東海道に沿い震度６

の範囲が南紀へ伸びている（飯田、1981;

宇佐美、1996; 松浦・他、2011）。なお、

沼津・清水・掛川・新居・四日市・新宮

では、震度 6-7 とみなされた。一方、東海・

南海沿岸域には地殻変動が記録されてい

る。静岡市清水は沈降、遠州灘沿岸で隆起、

南紀・高知市と南西部で沈降、室戸では

2-2.5 ｍの隆起とある。

図２－２には、宝永地震以降の東海・

東南海沖における津波の波源域分布（羽

鳥、2013）を示す。それぞれ発生年に、

地震と津波のマグニチュードＭ / ｍを付

記した。宝永津波の波源域は、震度・波

高分布および沿岸の地殻変動から判断し

て、南海トラフ沿いに駿河湾から四国南

西沖に伸び、全長 600 ㎞に達する。津波

マグニチュードは、南紀沖波源の津波は

ｍ＝ 3.5、遠州灘波源のものはｍ＝ 3.0 に

判定されている（羽鳥、1998）。

地震の概況
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 3

紀伊半島・東海・伊豆・関東沿岸にお

ける宝永津波の主な記録を取り上げ、各

地の浸水高（平海面上）の実測値と推定

値の根拠などを以下に示す。

（１）大阪府・和歌山県沿岸
表２－２に、各地の地震と津波の記録

を示す（羽鳥、1980）。大阪は死者 541 人、

潰家 993 とあり、地震も強く震度６とさ

れている。津波は木津川を遡上し、道頓

堀で落橋、破船が多い。津波高は安政南

海津波より大きく、3.6 ｍと推定された（長

図２－２　東海・東南海沖の津波波源域
（1707-2010）

発生年に地震と津波のマグニチュードＭ / ｍを示す。左上図：震度分布、沿岸の地殻変動（ｍ）

津波記録と浸水高

尾、2011）。和歌山県沿岸も地震が強く、

震度６の地点が多く分布し、田辺・太地・

新宮では震度 6-7 としている。津波は沿

岸を襲い、水準点（B.M.）を基準に地盤

高を考慮すると、津波高は平均海面上５

ｍを超える地点が多い。湯浅・広 5-6 ｍ、

印南 5.8-6.3 ｍ、新庄 5-7 ｍ、勝浦 6-7

ｍに達した。図２－３には、大阪府・和

歌山県沿岸における波高分布を安政・昭

和南海津波と比較して示す。宝永津波は

安政南海津波とよく似ており、南紀沿岸

が高く、大阪湾内で減少している。
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表２－２　大阪府・和歌山県沿岸における宝永津波の記録と推定波高

地　　名 記　　　　　　　　　事
津波の高さ

（ｍ）

兵庫県

明　石 潮入らず． 1 ～ 1.5

尼　崎 地震で城崩れる．

大阪府

大　阪 道頓堀に津波押しよせ落橋 31．破船 336，潰家 993．死 541（水死 9）． 2.5 ～ 3

攝　津 田畑に潮入 2,000 石余，破損家 580． 2.5

和　泉 堤防 2,600 間破損，地震で岸和田の城大破． 2.5

和歌山県

海　南 3 波目最大，黒江では 2 階に浸水．船尾・名高の塩田流失，流家 31，浸水家 1,000． 4.5 ～ 5

大　崎 被害あり．

栖　原 17 戸のうち流家 2 戸．田村は何事もなし． 3

湯　浅 2 波目最大，新屋敷より浜町西側おおかた流れ，川筋は野下（海岸から 1.5 ㎞），
南川は柳瀬（広川河口から 2 ㎞）まで潮入る．563 戸のうち流家 292 戸，流船
76，水死 41．

5

広 町の低いところで床上 3 尺浸水．江上川は八幡宮下まで溢れる．850 戸のうち
流家 700 戸．流船 12，水死 192．

5 ～ 6

唐　尾 23 戸のうち流家 19 戸．

由　良 吹井浦の覚性寺高所に移る． 5 ～ 6

比　井 流家多く，長覚寺の門口まで津波上がる． 5

御　坊 名屋の民家多く流れ，願行寺の本堂・庫裏破損． 3.5

印　南 地震で山崩れ・地割れ，札の辻で 6 尺，印定寺の柱 2 尺余潮上がる．水死 162．
印定寺に津波碑．中村・宇杉・光川 3 村の集落損失．

5.8 ～ 6.3

南　部 山内村の人家残らず流失，鹿島神宮付近被害なし（宮付近の B.M.6.3 ｍ）． 6

田　辺 本町・片町・紺屋町過半流失，江川浦はのこらず流失，水死 37．袋町・長町の
地上 3 尺 4 ～ 5 寸に潮上がる．田辺大橋落ち，下万呂（会津川河口から 2 ㎞）
に船流れつく，城内に潮入らず，表門前でヒザまで潮つく．

3.5

新　庄 流家 185．津波は名喜里の峠をこえ跡ノ浦へ流れ出たという言い伝えもある． 6 ～ 7

富　田 高瀬・芝・伊勢谷・溝端・高井・吉田・中村・西野（富田川流域）の家なみ流れ，
野原となる．

4.5

周参見 万福寺に津波碑，水死 134． 5.5

江　住 常時の海面より浪高 2 丈余． 5

和　深 224 戸のうち流家 15 戸．江田浦は全部，田子浦は大半浸水． 5

田　並 海岸から 300 ｍの円光寺まで津波来る． 5

串　本 無量寺の堂流れ，過去帳・旧記など流失． 5 ～ 6

古　座 津呂の石垣三つまで満水． 5

勝　浦 浜ノ宮観音堂基礎はなれ，補陀洛寺海ぎわへ流れる． 6 ～ 7

新　宮 町中の人，神前芝に群れる．
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（２）三重県沿岸
伊勢湾～熊野灘沿岸で地震は強く、震

度 5-6 であった。表２－３には、各地の

津波被害の状況を示す（羽鳥、1978）。志

摩半島～熊野灘間の沿岸は、激しい津波

に襲われ、家屋の流失数と死者数が目立っ

て多い。推定津波高は志摩半島の国府 7-8

ｍ、熊野灘沿岸では贄浦（ニエウラ、南

島町）・村山 7-8 ｍ、尾鷲 6-8 ｍ、賀田

8-9 ｍ、新鹿（アタシカ、熊野市）8-10

ｍが突出して高い。

近年、行谷・都司（2005）によって津

波高が現地調査された。その結果、各地

の高さは熊野灘沿岸の南島町（東宮）8.6

ｍ、南島町（古和浦）5.0 ｍ、尾鷲市（九鬼）

6.3 ｍ。伊勢湾内では津市 2.4-3.2 ｍ、鳥

図２－３　紀伊半島西岸の宝永・安政・昭和南海津波の波高分布

羽市安楽島 4.5 ｍなどが測定された。熊

野灘沿岸での波高がもっとも高く、伊勢

湾内で顕著に減衰して、筆者が示した高

さは調和している。

図２－４には、静岡県沼津から和歌山

県串本に至る沿岸の波高分布（右目盛り）

を示す。沿岸を 20 ㎞間隔に区分して、各

区間の平均波高の２乗値分布を柱状グラ

フ（左目盛り）で示した（羽鳥、2013）。

波高の２乗値は近似的に遡上した津波エ

ネルギーに比例し、津波危険度の指標に

なる（愛知・静岡県沿岸の波高は後述）。

その結果、波高２乗値は熊野～志摩間が

もっとも大きく、伊勢湾内で減少するパ

ターンがよくみえる。
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表２－３　三重県沿岸における宝永津波の記録と推定波高

地　　名 記　　　　　　　　　事
津波の高さ

（ｍ）

四日市 15 時ごろ津波．堤防を破壊し町に浸水．丸池・浜田新田潮入り荒地となる． 2

大　湊 徳田・中須新田 1,000 余町流失，荒地となる．八幡宮の北，磯山崩壊海となる． 5

国　府
潮干き油瀬陸のごとし．井合より御茶子の畑を波のり越え，瀬田橋で南からの
波と打合う（神社付近の B.M.5 ｍ）．安乗村も被害大．

7 ～ 8

下津浦 流家 9,　水死 4．

神津佐 流家 30,　水死 14（B.M. 2.1 ｍ）． 4 ～ 5

五ヶ所浦 流家 58,　水死 27（町はずれの B.M. 1.7 ｍ）． 4 ～ 5

内　瀬 流家 3，水死 2．

慥柄浦 流家 11, 水死 1．

贄　浦
94 戸のうち流家 85, 482 人のうち水死 55，漁船流失 27．浜島の波うちぎわで
浪高 3 丈 7 尺 ,  最明寺に津波碑．

7 ～ 8

奈屋浦 流家 28,　水死 0．

東　宮 流家 23,　水死 2．

赤崎竈 流家 34,　水死 15．

村　山 流家 96，　水死 15（B.M. 4.9 ｍ）． 7 ～ 8

神前浦 流家 147，水死 55． 7

方座浦 流家 29,　水死 8．

小方竈 流家 23，水死 8．

栃木竈 流家 21．

古和浦 流家 138，水死 65，甘露寺に津波碑． 7

棚橋竈 流家 71．

新桑竈 流家 26．

錦 水死 25． 6

長　島 人家大半流れ，水死 500 余．仏光寺に津波碑（町内の B.M. 3.0 ｍ）． 5

引　本 津波あり，安政津波は宝永のときと同じ． 4.5

須賀利 半分流失． 4 ～ 5

水　地 流家少々．

尾　鷲
流家：林浦 134，南浦 125，中井浦 264，天満浦　過半．尾鷲組で水死 530 余，
馬越に津波碑．

6 ～ 8

矢ノ浜 流家 53（B.M. 6.1 ｍ）． 6 ～ 7

大曾根 流家 11．

行野浦 流家 1．

九　木 流家 53． 5 ～ 6

賀　田 浜通り全部流失，水死 11． 8 ～ 9

曾　根 半分流失，人は無事． 4 ～ 5

遊　木 家屋流失，水死者あり．

新　鹿 残らず流失，水死 24． 8 ～ 10

小　泊 流家 36．

大　泊 清泰寺のみ残り，民家残らず流失．水死 7． 5 ～ 6

和歌山県：

古　座 139 戸のうち 134 戸流失，高瀬村まで川を遡上． 5
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図２－４　沼津～串本間の宝永津波の波高と波高2乗値（柱状グラフ）分布

（３）愛知県沿岸
名古屋から知多・渥美半島間は強い地

震に見舞われ震度６、三河湾内では震度

７の地点もある。愛知県内の津波史料は

飯田（1981）が収集し、各地の津波高が

推定されてきた。表２－４には、津波記

録を補筆して示す。

飯田の調査によれば、外洋に面した渥美

半島沿岸では、津波高は 6-7 ｍに達した。

三河湾内も津波被害があり、津波高 3-4 ｍ、

伊勢湾東岸の知多半島では 3-5 ｍで高い。

名古屋では、河川に遡上して 2-3 ｍに減少

している。波高２乗値の分布も（図２－４、

柱状グラフ）、渥美半島の外洋側で２乗値

が突出し、三河湾内は減少している。
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表２－４　愛知県沿岸における宝永津波の記録と推定波高

地　　名 記　　　　　　　　　事
津波の高さ

（ｍ）

渥美郡

遠州灘沿岸 5 ～ 7 町四方の海中に，潮が引き島ができた．

堀切

（渥美町）

民屋 30 余津波で破損し，13 里（52 ㎞）間漁船ことごとく流れ，

1 村にて 1 ～ 2 人流死．
6 ～ 7

池尻

（赤羽根町）

池尻川に津波来襲して，被害大．
6 ～ 7

赤沢

（豊橋市）

遠州灘に注ぐ河川に津波が浸入し，被害大．標高数米で波高

数ｍ以上．

田原

（田原町）

大地震で城の内外に大被害．領内の家屋倒壊 1,440 軒．田

地の損耗も大きい．津波で海岸新田の堤防が決壊し，修復に

29,000 人が動員される．藤田の二ッ池堤まで汐来る．

4

豊橋市吉田 総数1,011軒のうち地震で全壊323軒，半壊262軒．死者11人．

津波が海岸新田に浸入したが被害小．
3

幡豆郡

治明新田

（一色町）

津波は三河湾内へ浸入し，新田は亡所となる．
3 ～ 4

坂田新田

（一色町）

津波により亡所となる．
3 ～ 4

大岡新田

（一色町）

津波で破堤水没し，家屋・家財が流失し，村民 17 人が隣村に

避難して仮小屋を建てる．
3 ～ 4

伏見屋新田

（碧南町）

田畑，大堤水門など，津波被害．
3

知多郡 津波で家屋の破損多し．

大野

（常滑市）

格別津波大きく，家潰れ 70-80 軒，流失家あり．
5

常滑 壺の焼かまど潰れ，薪や松葉流失．家は大方なくなる． 3 ～ 5

熱田

（名古屋市）

熱田社内無事．長屋潰れる．大石灯籠西へ倒れる．町で地割れ，

泥水ふき出す．甚だ潮高く進退異常．新屋川等まで潮来る．

矢田川・勝川・堀川潮増す．

2 ～ 3
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（４）静岡県沿岸
東海道沿いの町は激しい地震に見舞わ

れ、沼津～清水間は震度７、掛川～新居

間は震度 6-7 であった。加えて、沿岸域

は激しい津波に襲われ、表２－５に示す

ように津波高は５ｍ以上の地点が多い（羽

鳥、1977）。伊豆下田と沼津内浦は 5-6 ｍ

と高く、甚大な被害を出した。浜名湖畔

の新居は低地であり、流失家が多い。伊

豆半島西岸の八木沢では、津波が海岸か

表２－５　静岡県沿岸における宝永津波の記録と推定波高

ら数㎞遡上したとある。なお、駿河湾岸

における 1498 年明応地震津波の現地調査

によると（都司・小網、2011）、津波高が

10-20 ｍ、それ以上に達した地点がある。

八木沢の記録は、明応津波であった可能

性があるという。波高２乗値の分布は（図

２－４）、御前埼が高く舞阪が低い。伊豆

西岸では、沼津と南伊豆が高くなってい

る（羽鳥、2008）。

場　所 記　　　　　　　　　事
津波の高さ

（ｍ）

下　田 宝福寺（路面 T.P 上 2.8 ｍ）裏，竹林まで津波来る．岡方村の

こらず流失

5 ～ 6

湊 早稲田の寺下まで潮入る（仲寺の階段下　T.P 上 4.8 ｍ）．田尻

より大山口道まで押しよせる．

5

八木沢 波先，妙蔵寺大門まで来る（石碑前路面　T.P 上 16.6 ｍ） 8 ～ 10?

内　浦 三津浜の家々床上 2 ～ 3 尺浸水（町の中ほど，石井医院前路面 T.P

上 2.2 ｍ）

5.5 ～ 6

原・吉原 宿々高浪にとられる 4

三　保 家々流れ，札の辻下まで波おしよせる（検潮所前路面 T.P 上 2.1ｍ） 5

清　水 向島の松の木にイルカがかかる 4

相　良 相良・福岡・波津を襲い，住民八形山に避難 6 ～ 8?

新　居 戸数 665 うち流失 120．1 丈ほどの津波 3 回，関所跡かたなし（大

元屋敷跡の路面 T.P 上 1.8 ｍ）

3
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（５）関東・伊豆沿岸
関東地方では震度４程度、小田

原では城まわり小破損とあり、震

度５とみなされる。津波は表２－

６に示す各地で記録されている

（羽鳥、1984）。伊豆下田の津波高

5-6 ｍ、被害は甚大であり、その

ほか伊豆東岸では 3-4 ｍであつた。

九十九里浜では 1-1.5 ｍ、死者が

出ている。東京湾内の浦安・船橋で、

１ｍ程度の津波が目撃された。八

丈島では津波が高く、3-6 ｍと推

定されている。図２－５には、宝

永津波の波高分布を安政東海、昭

和東南海津波と比較して示す。分

布パターンは共通して、伊豆東岸

が高い。安政東海津波は外房の鴨

川で 3-4 ｍに達し、浸水被害が出

ている。

図２－５　関東・伊豆における宝永津波の波高分布

表２－６　関東・伊豆東部沿岸の宝永津波の記録と推定波高

地　　名 記　　　　　　　　　事
津波の高さ

（ｍ）

静岡県

下田 912 軒のうち流失 852 軒，半壊 55 軒，水死 11 人，船大小 93 隻破船，浪高 1 丈
5 ～ 6 尺．津波 8 回

5 ～ 6

見　高 津波被害． 3

稲　取 津波被害． 3 ～ 4

神奈川県
小田原 大地震，御城まわり少々被損．

前　川 塩田数 10 町歩流れる． 2 ～ 3

（小田原市）

東京都

八丈島 末吉村潮間へ津波上がり，末吉別して強し． 3

八丈小島 畑を流がす． 5 ～ 6

千葉県

浦安～船橋 津波あり． 1?

一　宮 大地震，浦浪柴きわまで打ち上げる． 1

白　子 地震おおいにゆれ堀の水溢れる，未ノ中刻（14 時ごろ）にわかに浪高く 20 ～
30 間打上げ，次第に強く２丁ほど上がる．片貝町作田川にて水死 14 人．

1.5

銚　子 晩七ツ時平時の潮より 3 ～ 4 尺高まる．破船なし． 1 ～ 1.2
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 4 救済と津波碑

新収地震史料には、各町村の首長らか

ら役所に被害件数の報告と合わせ、救済

金の申請記録が多数の頁を占めている。

地震災害もきわめて大きく、大阪では崩

家 940 軒余、死者 264 人（別な史料には

541 人）とある。宝永地震の翌年 11 月に

富士山の噴火は、特筆すべきことであろ

う。南関東の広範囲に降灰して、長期間

農地に大きな災害をもたらしている。

宝永地震直後、各藩が救済にあたった

ことが、地震史料に収録されている。静

岡県浜松では、城下で 200 軒が破損した。

東海道の各宿も被害が多く、藩主から救

済米 1,374 俵が放出され、被災者に被害

の軽重に応じて配分された。また、道路

の復旧に延べ 6,000 人が動員されたとあ

る。掛川では、城主から金 750 両が貸与

された。三河湾内の田原でも、堤防の復

旧に多数の住民が動員されている。

三重県尾鷲では、津波高が 6-8 ｍに達

し流失家641軒、流死530余人にのぼった。

写真２－１
尾鷲の宝永津波碑

（1976 年撮影）

役所が流失し、役人に流死者がいた。被

災直後に在庫の年貢米を放出し、粥が配

られ、味噌・衣類・農具などが支給された。

そのほかに藩は年貢の赦免、仕事の元手

金を貸与している。しかし、２年後も小

屋掛けが 510 軒もあった。なお、松浦（北

原 ,2012）は各地の救済例を取り上げ、解

説した。

尾鷲市街を見渡せる高台の馬越墓地に

は、正徳３年（1713）に大きな津波碑が

建てられてある（写真２－１）。石碑には、

来襲時の状況や ｢ 男女老幼溺死者千有余

人 ｣ と刻まれ、尾鷲市の文化財に指定さ

れている。宝永津波の直後に立てられた

犠牲者の供養碑が、筆者の現地調査でつ

ぎの各地で確認された。和歌山県印南（印

定寺）、周参見（万福寺）、三重県贄浦（最

明寺）、古和（甘露寺）、紀伊長島（仏光寺）、

島勝浦（安楽寺）、徳島県鞆浦、浅川（観

音堂）、高知県須崎（大善寺山下）。これ

らの津波碑は犠牲者を供養し、災害の教

訓を伝える１級史料である。
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 5

 6

津波の挙動

むすび

宝永地震は、歴史的にも最大級の規模

であった。南海・東南海・東海地震が連

動し、被災域が九州から関東に伸び、東

海～南紀沿岸域では震度 5-7 に達した。

さらに大津波が南海トラフ沿いに発生し、

地震災害に追い討ちをかけた。波源域が

高知県～静岡県間の沿岸近くに横たわり、

津波が地震から5-10分後に来襲している。

東北沖の津波と異なり、きわめて短時間

である。これは、多くの住民に再認識さ

せたい。日頃から避難場所を考え、有事

に直行できるように高台や避難ビルを下

見しておきたい。海岸に遡上した津波は、

地形で流れがさまざまに変化する。河口

付近では、流速がとくに速いので注意し

たい。

津波災害の多くの事例によれば、１ｍ

の津波高（平均海面上）で漁船や水産養

殖施設が流される。港内の低地では、２

ｍの津波は床下浸水し、３ｍで床上浸水

している。津波が４ｍを超えると、木造

宝永地震津波の史料を振り返ると、九

州から関東にいたる日本列島の西半分の

地域に、甚大な被害をもたらし、歴史的

にも突出した大規模である。1703 年に元

禄関東大地震と津波、1707 年には富士山

が噴火し、幕府の財政を圧迫した激動の

時代であった。世界に誇れる多数の記録

が残され、救済に学ぶべき点が多い。先

人の努力に感謝し、防災に役立てよう。

近い将来、宝永地震を上回る巨大地震が

危惧され、30 ｍを超える大津波が各地に

想定されている。災害の軽減に、防災意

識を高めたい。

� （羽鳥徳太郎）
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家屋は全壊・流失して死者が出るなど、

被害が急上昇している。各地域の津波記

録が示すように、紀伊半島～東海沿岸に

南海域を加え、津波高４ｍ以上の地点が

圧倒的に多く、津波が激しく遡上したで

あろう。迅速な避難行動が、明暗を分ける。




